
（ ）

平 成 30 年

三重県議会定例会会議録

３ 月 30 日

第 ９ 号

第
９
号

３
月
30
日





- 525 -

平 成 30 年

三重県議会定例会会議録

第 ９ 号
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午前10時０分開議

開 議

○議長（舟橋裕幸） ただいまから本日の会議を開きます。

諸 報 告

○議長（舟橋裕幸） 日程に入るに先立ち、報告いたします。

議案第119号が提出されましたので、さきに配付いたしました。

以上で報告を終わります。

提 出 議 案 件 名

議案第119号 三重県県税条例等の一部を改正する条例案

議 案 審 議

○議長（舟橋裕幸） 日程第１、議案第119号を議題といたします。

提 案 説 明

○議長（舟橋裕幸） 提出者の説明を求めます。鈴木英敬知事。

〔鈴木英敬知事登壇〕

○知事（鈴木英敬） おはようございます。それでは、ただいま上程されまし

た議案につきまして、その概要を説明いたします。

議案第119号は、地方税法の一部改正等に鑑み、不動産取得税、県たばこ

税、自動車取得税、軽油引取税等についての規定を整備するため、県税条例

等の改正を行うものです。

以上をもちまして提案の説明を終わります。

何とぞよろしく御審議いただきますようお願い申し上げます．

○議長（舟橋裕幸） 以上で提出者の説明を終わります。
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休 憩

○議長（舟橋裕幸） 議案聴取会開催のため、暫時休憩いたします。

午前10時２分休憩

午前10時49分開議

開 議

○議長（舟橋裕幸） 休憩前に引き続き会議を開きます。

質 疑

○議長（舟橋裕幸） 議案第119号の審議を継続いたします。

本件に関する質疑を行います。

通告がありますので、発言を許します。４番 山本里香議員。

〔４番 山本里香議員登壇・拍手〕

○４番（山本里香） 日本共産党の山本里香と申します。議案第119号に関し

て質疑をさせていただきます。よろしくお願いをいたします。

今般、提案されております日切れ法案がこれを継続をということになる県

たばこ税の見直しであるとか、不動産取得税の特例措置の延長であるとか、

軽油引取税の課税免除の特例の延長であるとかは、それぞれに有効であるも

のというか、本当に望まれているもの、そして私たちも例えば軽油引取税に

おきましては、農業者や漁業者の皆さんのなりわいを支援するために、こう

いうことが大変重要だという思いで要望もしてきたものでありますので、大

変よいこともたくさんあるんですけれども、その中で一つ気になることがあ

りますので、ここで質疑をさせていただきたいと思います。

軽油引取税というのでしょうか、この免税措置を延長するということの中

に、これは地方税法を受けてのことですので、地方税法附則第12条の２の７

の第５項で記述されていることが、こちら、先ほどいただきました資料の中

で24、25ページのところに、第17条の９というところから記述がある。これ
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は平成27年に改定されて、それをまた延長していくということですので、内

容としては引き続きということになるのですが、その内容を見てみますと、

こういうことがあるわけなんですよね。

自衛隊の皆さんが船舶の使用するときに、それに使う、移動であるとか訓

練に使う、そういった軽油について、この免税措置をとると。これはいろい

ろな救助作業とかそういうこともしていただいているということもあって、

納得ができる範囲であるのかなというふうには思っておるわけなんですけれ

ども、この第５項に、第１号に挙げる軽油の取引を行った自衛隊の船舶の使

用者が我が国と我が国以外の締約国との間の物品、または役務の相互の提供

に関する条約、その他の国際約束で、例で定めるものに基づいて平成33年３

月31日までに当該取引に係る軽油を当該締約国の軍隊の船舶の動力源に供す

るため譲渡する場合には、前項の規定の適用があるときを除き、当該軽油の

譲渡については免税をするという文章が載っております。これは法に基づい

てということになると思うんですが、これは最近、昨今もＰＫＯ以来、２年

前に、ちょうど昨日29日は安保法が施行された日ということで、２年になっ

ているわけなんですが、ＰＫＯから引き続き安保法でその例えば米軍の軍用

物に、これは船になっておりますけれども、船に給油などをする場合のこの

ものも、この該当に当たるということ、免税の対象になるということでよろ

しいんでしょうか。そういう形で提案をされているんでしょうか。お願いを

いたします。

○総務部長（嶋田宜浩） 県税条例においても地方税法と同様の規定というふ

うにしております。

〔４番 山本里香議員登壇〕

○４番（山本里香） 上位法がありますので、そのようにということでなって

いるということです。

これは本当に今、国会でも、これ日切れ法案が昨日の日に確認をされて、

今日、また提案をこれされているわけなんですけれども、地方税法の関係で

は、今、森友問題であるとか加計学園問題の問題で紛糾している中で、ずっ
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とこれが進んでいっているわけなんですが、これ、平成27年のときにもこれ

が決まっていたわけですので、そのときからの問題であると思うんですけど、

やっぱり安保法、問題やと私は思っておりますし、県民の中にもそのような

考え方である方はいらっしゃるし、そしてまた給油に関して、これは国がお

金を出して給油そのものを他国に譲渡するということの場合には、これ、国

がお金を出すんだから免税のほうがいいんじゃないかという考え方もあるか

もしれないけれども、こういうお金の使い方自体、私は疑問に感じておりま

す。国のお金も。

という中で、この部分、削除することは県として考えはなかったんでしょ

うか、できないんでしょうか。

○総務部長（嶋田宜浩） まず地方税法を受けたときの条例の基本的な考え方

ですけれども、法律が条例で定めるところによるというふうにしている事項

だとか、あるいは法律が地方団体に選択的判断を許容している事項というふ

うにしておりまして、そのほかにも県民の理解の上で必要と判断されるもの

について整備をしておるところでございます。

軽油引取税の課税免除につきましては、農業あるいは漁業従事者などが対

象とされていることから、県民の理解を深めるためにより県民に近い条例に

おいても、地方税法に合わせて規定をしているところであります。

去る３月28日に国会で可決されました地方税法の改正法案では、議員おっ

しゃるとおり、課税を免除する特例を期限が３年間延長されたところでござ

いますけれども、条例において課税免除の対象として一部の項目だけ除外す

ることは、かえって地方税法と条例に差異が生じまして、県民は法令を理解

する上で混乱を招くことになりますので、御指摘の自衛隊関連の規定につい

ても、地方税法と同様の規定としているというところであります。

〔４番 山本里香議員登壇〕

○４番（山本里香） いろいろ理解に困難が生じるというか、そういうことも

あって、法に基づいてということをそのまま流しているということのお答え

だったと思います。
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その前段として、県民の理解ということもちょっと言われましたけれども、

県の独自裁量の部分と。これ本当に大変なことだと思って私はおりますし、

このことも知らない間にというか、なかなか細かい条文の中身まで、法の文

章であっても、条例の文章であっても中身まで県民、市民の方は知らないま

ま物事が進んでいくということは大変問題だと思っています。ここ、こうい

う機会にこのことを発信させていただくということも大事だなというふうに

考えております。これ、予算決算常任委員会に付託をされますけれども、こ

れらのこともしっかりと認識をしていただくことができた上で、また審査を

していただくことを望みまして、質疑を終わらせいただきます。よろしくお

願いいたします。

終わります。（拍手）

○議長（舟橋裕幸） 以上で議案第119号に関する質疑を終了いたします。

議 案 付 託

○議長（舟橋裕幸） お諮りいたします。本件は、お手元に配付の議案付託表

のとおり、予算決算常任委員会に付託し、会議規則第36条第１項の規定によ

り、３時間以内に審査を終えるよう期限をつけることといたしたいと存じま

すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（舟橋裕幸） 御異議なしと認め、そのように決定いたしました。

議 案 付 託 表

予算決算常任委員会

議案番号 件 名

１１９ 三重県県税条例等の一部を改正する条例案
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休 憩

○議長（舟橋裕幸） 予算決算常任委員会開催のため、暫時休憩いたします。

午前10時58分休憩

午前11時45分開議

開 議

○議長（舟橋裕幸） 休憩前に引き続き会議を開きます。

諸 報 告

○議長（舟橋裕幸） この際、報告いたします。

付託議案の審査報告書が予算決算常任委員長から提出されましたので、お

手元に配付いたしました。

以上で報告を終わります

予算決算常任委員会審査報告書

議案番号 件 名

１１９ 三重県県税条例等の一部を改正する条例案

本委員会において、上記の議案審査の結果、原案を可決すべきものと決

定した。

よって、ここに報告する。

平成30年３月30日

三重県議会議長 舟橋 裕幸 様

予算決算常任委員長 中嶋 年規

委 員 長 報 告

○議長（舟橋裕幸） 議案第119号の審議を継続いたします。
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本件に関し、予算決算常任委員長から、委員会における審査の経過と結果

について報告を求めます。中嶋年規予算決算常任委員長。

〔中嶋年規予算決算常任委員長登壇〕

○予算決算常任委員長（中嶋年規） 御報告申し上げます。

予算決算常任委員会に期限を付されて審査を付託されました議案第119号

三重県県税条例等の一部を改正する条例案につきましては、本日、該当の分

科会で詳細な審査を行った後、本委員会を開催し、関係当局の出席を求め、

慎重に審査をいたしました結果、賛成多数をもって原案を可決すべきものと

決定いたしました。

以上、御報告申し上げます。

○議長（舟橋裕幸） 以上で委員長報告を終わります。

委員長報告に対する質疑の通告は受けておりません。

討 論

○議長（舟橋裕幸） これより討論に入ります。

討論の通告がありますので、発言を許します。５番 岡野恵美議員。

〔５番 岡野恵美議員登壇・拍手〕

○５番（岡野恵美） 私は日本共産党を代表して議案第119号三重県県税条例

等の一部を改正する条例案に反対の討論を行います。

今回の税制改正について全てを否定するものではありませんが、ただ一点、

反対する理由は、軽油引取税の課税免除の特例措置を延長することについて、

自衛隊が行う給油に対する課税免除の範囲が拡大していることです。

従来の重要影響事態法や武力攻撃事態及び存立危機事態における法律の適

用、加えて平成27年９月19日に成立した国際平和共同対処事態に際して我が

国が実施する諸外国の軍隊等に対する協力支援活動に関する法律、いわゆる

戦争法に伴うものについても盛り込まれています。私たち日本共産党は、こ

のいわゆる戦争法は憲法違反であり、絶対反対の立場です。

安倍内閣の軍事費拡大路線は、この３月28日に成立した国の来年度予算に
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も色濃く反映されています。イージスアショア関連経費やオスプレイなど、

アメリカからの兵器調達は4102億円により、2019年度以降の後年度負担は５

兆768億円に膨れ上がっています。

そして、このことが社会保障費削減や地方交付税減額になって、地方財政

にも多くの影響を及ぼしています。

日本共産党の仁比聡平参議院議員は2018年度政府予算の反対討論の中で、

長距離巡行ミサイルの導入や空母いずもの改修を狙う動きは、敵基地攻撃能

力保有に踏み出すものだとただしました。加えて、安倍内閣は憲法第９条な

どを変えて、事実上、日本を戦争する国にしようとしています。

私たち日本共産党は、このような政府による軍事費拡大路線の中での今回

の地方税法の改正は、国の法律の改正によるものとはいえ、改正の中に潜む

アメリカ軍などへの全面的な協力は見過ごしてはいけないものだと思ってお

ります。すんなりと受け入れては地方自治の役割は果たせないと考えて、反

対の意思を表明させていただきます。

以上、簡単ですが、討論とさせていただきます。ありがとうございました。

（拍手）

○議長（舟橋裕幸） 以上で討論を終結いたします。

採 決

○議長（舟橋裕幸） これより採決に入ります。

議案第119号を起立により採決いたします。

本案に対する委員長の報告は可決であります。本案を委員長の報告どおり

決することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（舟橋裕幸） 起立多数であります。よって、本案は委員長の報告どお

り可決されました。

これをもって本日の日程は終了いたしました。
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休 会

○議長（舟橋裕幸） お諮りいたします。明31日から５月17日までは休会とい

たしたいと存じますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（舟橋裕幸） 御異議なしと認め、明31日から５月17日までは休会とす

ることに決定いたしました。

５月18日は、定刻より本会議を開きます。

散 会

○議長（舟橋裕幸） 本日はこれをもって散会いたします。

午前11時51分散会

議 長 発 言

○議長（舟橋裕幸） この際、申し上げます。

福田圭司議会事務局長は、３月31日をもって退職されることとなりまし

た。

福田局長におかれては、平成28年４月から２年間、豊富な経験と卓越し

た見識をもって本県議会の事務運営を着実かつ誠実に行い、その責務を果

たされました。

特に、一昨年６月の三重県手話言語条例の制定や、その後の手話通訳導

入に向けた取組、一昨年11月の第８回全国自治体議会改革推進シンポジウ

ムの開催、さらには政務活動費に係る一層の透明性の確保など、広範多岐

にわたる議会改革の取組に際して、三重県議会を支えていただきましたこ

とに、心から敬意と感謝の意を表するところであります。

今後とも健康に十分御留意いただき、新しい人生を歩まれることを御祈

念申し上げます。まことに御苦労さまでした。（拍手）


